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4砂藤原京の範囲

藤原京の京岐については、 1968年j主
俊労によって、古代の幹線道に1mまれ
た東西2.1km、南北3.2kmの純凶に、東西

8坊、南北12粂分の粂坊が復原され、そ

れが定説となった。奈b.!.国立文化財研

究所では、 1969年以来その成来を受け、
藤原京跡の発搬調査を担当してきた。

しかし周知のように、その後の調査で、

持説の範囲外からも粂fJii立織が相次い

で発見され、京域はもっt広がるとい
う、 いわゆる「大藤原京」祭各種が提

出された。そして1996年に至り 、大極
殿から東西に2.6kmも隊れた極原市土

橋逃跡や勝井市上之庄治跡ーから、十坊

大路とみられる粂坊遺構が発掘された。

そのよ、 これを東西の京極とみなす所

見もあって、宮を ~I心に lli< 十里四方

の京域2容が、~実'*を I~持ぴて急、浮上し

てきた。

この京成l立、 r周fLJ考工記に記され
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た指11の形に類似するが、藤原京がそれ
を模倣したものとl折ずるには、なお検
証が必要だろう。また併せて、この広

大な都力すいつ計画され施工されたのか、

京械が十l方以上に広がる可能性はない

のか、京I或が時刻iによ って伸縮しなか

ったのかな ど、解明すべき課題も多い。

その解決には、Jtなる発掘調査が不可

欠で、当研究所では、岸説の範凪を?越

えて調査対象とするべく、検討を重ね

ているところである。(黒崎 ilD 
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